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[目的]我々の経験した症例に基づき、脳動脈瘤塞栓術中の破裂について検討した。 

[方法]当院にて血管内塞栓術を施行した脳動脈瘤282症例（破裂瘤119例、未破裂瘤163例）

中、術中破裂を認めた6症例（2.1%）を対象とした。 

[症例1]57歳、女性。脳出血既往ありmRS1。未破裂左内頚動脈瘤。Second coil挿入時、破

裂。瘤外と瘤内でcoilを巻き、止血。3ヶ月後mRS1。 

[症例2]58歳、男性。破裂性前交通動脈瘤。microcatheter挿入時、破裂。瘤外と瘤内でcoil

を巻き、止血。3ヶ月後mRS0。 

[症例3]56歳、女性。破裂性前交通動脈瘤。Finishing coil挿入時、破裂。瘤外と瘤内でcoil

を巻き、止血。3ヶ月後mRS0。 

[症例4]55歳、女性。くも膜下出血既往ありmRS4。右内頚動脈瘤開頭クリッピング術後再発。

Balloon拡張時、破裂。右内頚動脈trappingし、止血。3ヶ月後mRS4。 

[症例5]39歳、男性。破裂性左内頚動脈瘤。Filling coil挿入時、破裂。瘤外と瘤内でcoil

を巻き、止血。Spasmによる右麻痺残存。3ヶ月後mRS3。 

[症例6]73歳、女性。破裂性右内頚動脈瘤。Filling coil挿入時、破裂。瘤外と瘤内でcoil

を巻き、止血。3ヶ月後mRS0。 

[結語]当院での脳動脈瘤塞栓術の2.1%に術中破裂を認めた。破裂瘤では、3.4%、未破裂瘤

では1.2%であった。mRSの悪化はspasmによる右麻痺が残存した1例のみであり、術中破裂は



患者の予後にはほとんど影響しなかった。 


